
 

                        

 

 

平成２６年度民間賃貸借上住宅等入居者健康調査結果について 

 

平成２６年度に実施された民間賃貸借上住宅（みなし仮設住宅）に居住する被災者の 
健康調査の結果についてお知らせします。 

                  記 

１ 調査の目的 

民間賃貸借上住宅（みなし仮設住宅）での生活が長期化するに伴い，被災者の様々な

健康問題の発生が懸念されることから，入居者の健康状況を把握し，要フォロー者を確

認のうえ必要な健康支援事業に結びつけるために２３年度から実施しているもの。 
 

２ 実施主体 

宮城県及び気仙沼市の共同実施 
 

３ 調査対象 

気仙沼市に住所を有する県内のみなし仮設住宅入居者 

 

４ 実施時期 

平成２６年１２月～２７年２月（前回 平成２５年１１月～２６年２月） 

 

５ 調査方法 

（１）配付 郵送    
（２）回収  調査受託事業者への郵送により回収 

 

６ 調査項目 

（１）個人属性（氏名，性別，生年月日，続柄，職業） 
（２）健康状況（身体的･心理的状況，身体活動･社会性の状況など） 

 

７ 回収状況 

（１）回収世帯数 ５４２世帯（前回 ６９１世帯） 
（２）有効回答者数 １，２４６人 （前回 １，６９９人） 

 
※回収率が算出できない理由 

調査票は，宮城県が保有するみなし仮設住宅の契約情報に基づき送付されているが，この情報

には調査時点における住民基本台帳（以下「住基」という。）上の情報が無いことから，発送時

における市町村ごとの住基上の世帯数が把握できないため。 
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８ 調査結果 

別紙のとおり 

                    

９ 全体の傾向 

今回の健康調査は，みなし仮設住宅に居住する被災者を対象として，２３年度から４回

目の調査であり，回答者のうち１,０２１人（８１.９％）は，２５年度・２６年度に引き

続き回答している。 
３回目の健康調査時と比較して全体的に改善の傾向が見られるが，依然として「体を 

動かす機会が減少」に４割，「相談相手がいない」「眠れない」に約１割の人が回答して

いることから，今後も，心のケアや生活不活発病予防に取組む必要がある。 
 

10 市の対応 

気仙沼保健所やみやぎ心のケアセンター，社会福祉協議会の生活支援相談員等と連携

し，保健師等の戸別訪問による継続したフォローや交流会等を実施している。 
 

（１）心の問題で点数の高い方や飲酒の状況に問題のある方などに対し，気仙沼保健所や

みやぎ心のケアセンターと連携し，保健師や精神保健福祉士等の戸別訪問による相談

を実施している。 
（２）健康調査票の未提出者の健康状態を把握するため，市看護師や栄養士，生活支援相

談員等により全戸訪問を実施している。 
（３）民間賃貸住宅（みなし仮設住宅）入居者の実態把握において，周囲からの孤立やス

トレスを感じている方が多いことから，メンタルヘルス交流会「心（ここ）カフェ」

を開催し，運動や講話，お茶会などを実施している。 
（４）ミーティングの開催 

① 保健師や精神福祉士等による健康調査後の要フォロー者についての情報交換。 
② 保健師や看護師，栄養士，生活支援相談員等によるミーティングを行い，健康指導

や見守り等が必要な方には，専門職や関係機関と連携しながら継続訪問を実施して

いる。 
（５）今後，災害公営住宅に転居した方の健康支援として，高齢者相談室の生活援助員 

（ＬＳＡ）等と連携を図りながら戸別訪問等により健康状況を把握し，ニーズに添っ

た事業展開を検討していく。 
 
11 健康調査の実施状況について 

みなし仮設住宅，応急仮設住宅を含めた全体の健康調査の実施状況等については以下

のとおり。（網掛け部分は結果公表済み） 
 

 
 
 
 

 

                  

 みなし仮設住宅 応急仮設住宅 

１回目 Ｈ24.1 月～3月 Ｈ24.9月～10月 

２回目 Ｈ24.12 月～Ｈ25.2月 Ｈ25.9月～11月 

３回目 Ｈ25.12 月～Ｈ26.2月 Ｈ26.9月～10月 

４回目 Ｈ26.12 月～Ｈ27.2月  
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別 紙  

平成２３～２６年度 民間賃貸（みなし仮設）住宅入居者健康調査結果（項目別） （人，％） 

項  目 選 択 肢 

回答人数 
Ｈ２６
県平均 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 

体調 
「とても悪い」 
＋「あまりよくない」 

５７０ 

（17.2） 

４０３ 

（16.0） 

２２７ 

 （13.9） 

１５６ 

 （13.0） 
15.9％ 

疾病の状況 「病気がある」 
１，２２２ 

（36.8） 

１，１２４ 

（45.7） 

７０６ 

（43.8） 

５１２ 

（43.5） 
39.8％ 

 
心の問題（※１） Ｋ６が１３点以上 

１９３ 

（6.5） 

１３１ 

（7.1） 

７１ 

 （5.6） 

５１ 

 （5.4） 
6.7％ 

不眠の状況 「眠れない」 
４３７ 

（13.2） 

２５９ 

（9.7） 

１９８ 

 （11.7） 

１２２ 

 （9.8） 
12.0％ 

飲酒の状況 
「朝又は昼から飲酒す
ることがある」 

１８ 

（0.5） 

３９ 

（1.5） 

２５ 

（1.5） 

１４ 

（1.1） 
2.1％ 

食欲の状況 「食欲がない」 
７５ 

（2.3） 

３９ 

（1.5） 

３４ 

（2.0） 

２０ 

（1.6） 
2.6％ 

相談相手の有無 「いない」 
４３５ 

（13.1） 

３００ 

（13.6） 

１８８ 

 （12.1） 

１４４ 

 （13.3） 
16.9％ 

体を動かす機会 
（※２） 

「とても少なくなった」 

＋「少なくなった」 

１，４６２ 

（44.1） 

１，１１６ 

（48.1） 

７３７ 

（46.0） 

５２５ 

（46.2） 
38.6％ 

説明：（○○％）については項目ごとの有効回答者数の中に占める割合 
 
※１ 心の問題 （％） ※２ 体を動かす機会 （％） 

 
Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 

  
Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 

13 点以上  6.5  7.1 5.6 5.4  とても少なくなった 20.8 17.6 17.2 15.5 

10～12 点 14.3  8.5 8.3 6.8  少なくなった 29.5 30.4 28.8 30.7 

5～9点 19.5 25.5 25.3 24.2  
変化なし 
（もともと少ない） 

19.5 19.2 26.4 18.5 

5点未満 59.7 58.9 60.8 63.5  
変化なし 
(もともとよく動く) 

24.5 25.5 20.5 27.2 

    
 増えた  5.7  7.3 7.1 8.2 

 

 

 「Ｋ６（ケーシックス）」について 

うつ病・不安障害等の精神疾患に関する簡便なスクリーニングをするための尺度。 

5～9点が「心理的ストレス相当」，10～12点が「気分・不安障害相当」，13点以上が「重症精神障害相

当」と暫定的に定められている。13 点以上「重症精神障害相当」＝病気ではなく，うつ病などの発症リ

スクが高まっている状態であるが，すぐに医療ということではなく，その後のフォローや保健師など専

門職による見極めが必要とされる。 

参考として，震災前の平成 19年及び 22年の国民生活基礎調査において，宮城県は 13点以上が 5％と

高めであった。（全国的には 3～5％） 

さらに被災者に関しては上記のように 13点以上が高くなる結果となっており，今回の調査で沿岸市町

については 1.4～9.7％となっている。 
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平成２５・２６年度継続して回答があった人の状況 

 

 

 

Ｈ２５民賃調査回答者 両調査に Ｈ２６民賃調査回答者 

１，６９９人 回答があった人 １，２４６人 

１，０２１人 

 
 
 
 
                                        （人，％） 

項   目 選   択   肢 
回答人数（割合※１） 

増 減 
H２６ 
県平均 Ｈ２６調査 Ｈ２５調査 

体   調 「とても悪い」＋「あまり良くない」 
１３８ １５５ ▲１７  

(13.5%) (15.2%) (▲1.7) 15.5% 

疾病の状況 「病気がある」 
４４０ ４５５ ▲１５  

(43.1%) (44.6%) (▲1.5) 39.3% 

心の問題※２ Ｋ６が１３点以上 
４３ ４２  １  

(5.4%) (5.3%)  (0.1) 6.6% 

不眠の状況 「眠れない」 
９７ １２０ ▲２３  

(9.5%) (11.8%) (▲2.3) 12.0% 

飲酒の状況 
「朝又は昼から飲酒することが 
ある」 

 １１  １５  ▲４  

(1.1%) (1.5%)  (▲0.4) 2.0% 

食欲の状況 「食欲がない」 
 １９  ２２ ▲３  

(1.9%) (2.2%)  (▲0.3) 2.5% 

相談相手の有無 「いない」 
１１７ １２７ ▲１０  

(11.5%) (12.4%) (▲0.9) 15.0% 

体を動かす機会 
「とても少なくなった」 

＋「少なくなった」 

４５２ ４７１  ▲１９  

(44.3%) (46.1%) (▲1.8) 35.9% 

※１ 前回に引き続き回答があった 1,021人に占める割合（「心の問題」を除く。） 

※２ Ｋ６について有効な回答をした１８歳以上の人に占める割合。 
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